





















































博覧会まで、次の時期は 1991 年までの地方博ブームの時で、1990 年には大阪で国際花
と緑の博覧会が開催され、また日本が折からのバブル経済を迎えた時期であった。それ






















































































































































５　博覧会の “ ゆきさき ” を考える
この 30 年の社会と博覧会の変化について述べてきたが、その先にある未来の博覧会
とはどのようなものでるべきかを考えてみたい。今まで述べてきたように、社会と博覧
会は影響しあって変化している。未来の社会に必要とされる博覧会を考えるとき、社会
は未来に向かってどのように変化しつつあるのかを考える必要がある。
一つの仮説として、人とヒト、人とモノ、人とコトが ICT で繫がることから起きる
社会のひずみが生じており、将来それがますます増加すると考えられるが、それを緩和
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するために、博覧会を利用することは考えられないだろうか。かつて博覧会は、公共事
業への批判と同時に、急速に進展した高度情報化社会によって瞬時に世界中の情報を得
ることができるようになった社会で、沢山の税金を使って博覧会を開催する意味がある
のかという観点から批判され、「博覧会＝社会的な批判」の印象が定着してしまった。
しかし、現代では ICT が人とヒト、人とモノ、人とコトを結び、私たちの生活は
ICT がなければ成り立たなく立っている。最近、ソーシャルメディアでつながること
にストレスを感じる「SNS 疲れ」の現象が起こるなど、ICT が人間にとって自然で健
全な相互理解を妨げていることも明らかになってきた。たとえば、Web による音楽配
信が主流になり、CD の売り上げが激減して危機に瀕した音楽業界は、現在ライブを中
心としたビジネスモデルに切り替え息を吹き返している。最近は、ミュージシャンが自
分のサイトに楽曲をアップし、だれでも無料でダウンロードできようにし、その楽曲を
ライブに聞きたい人をコンサートに集めるビジネスモデルも登場し始めている。
健全なコミュニケーションによって健全な社会が持続するために、将来はますますリ
アルメディアの重要性が増してくるであろう。人とヒト、人とモノがリアルなコミュニ
ケーションでつながり、場と時間を共有する博覧会は、ICT で繫がることによって生
じる社会のひずみを緩和し、人と社会が安心感と安定感を保ち続けるために、重要に
なってくると思われる。
また、博覧会は体験を通じて理解する場であるために、人の心に記憶され、それに
よって人の行動が変わる。それを多くの人が共有することで社会全体を変えることがで
きる。
さらに、博覧会は仮設性の高い場であるため、多くの新しい試みを実施することがで
きる。その実績を活用して社会の発展を促進させる効果も、重要である。今後、ますま
す変化を求められる社会において、このような博覧会の効果も有効に活用されるべきで
ある。
これからの博覧会における展示手法は、その場でしか体験できないことでなければ価
値がない。ユーチューブの映像で知って満足できるものではなく、そこに行ってみたい
と思われるものでなければならない。そのうえで、心躍る楽しさを提供することと、
メッセージが心に伝える上質なコミュニケーションのバランスが必要である。つまり、
体験を伴いながら感動とメッセージが伝わる作品性を持つことが求められると思われ
る。
おわりに─国際研究集会に参加して
日本では、「今さら、博覧会でもない」という認識が、博展業界も含めて社会全体で
共有されていると感じていたが、その根拠は曖昧である。今回の国際研究集会では、博
覧会がさまざまな国に影響をもたらしていることをあらためて実感すると同時に、その
愛知万博前夜
93
企画・政策に携わる者として、社会に役立つ博覧会を考えるために示唆を与えてくれる
考察を多く知ることができた。
２日間のセッションでは、主催者と出展者、それに来場者の三つの立場での考察が提
示された。主催者の立場としては、それぞれの国や地域の産業、文化の振興を目的に開
催し、価値ある展示品や情報を集めて一覧する場を作り、そのなかから役立つ知識や技
術を吸収して取り込むことでその発展をめざした。そして、そこでは情報だけでなく、
人と人の交流とネットワークも形成されていたことが示された。また、産業や文化の振
興だけでなく、展示されるものを通じて、開催国の産業や文化などの質の高さを示し、
国際社会における高い評価を獲得することを目的に開催されることも示された。他に
も、紀元 2600 年奉祝記念事業で計画された日本万博のように、国家的な記念など、博
覧会とは別な大義によって博覧会の開催が計画されたこともある。一方、景福宮で開催
された朝鮮博覧会のように開催を利用して、その土地の機能や認識に大きく修正変更を
加えることに利用された例も示された。
出展者は、その国の産業、文化の価値を発信し、高い評価を得て貿易を促進する目的
で参加する。しかし、出展にあたっては、自国の価値をどう捉えるかで様々な議論があ
ることが示された。一国の産業や文化にも多様性と歴史的経緯があり、そのどこを切り
出し、どう表現すれば良いのかを考えることになるが、その検討のプロセスでは、開催
国の国民の好みや期待される内容と、出展者がメッセージを発したい内容のバランスに
ついての議論が行われる。
来場者としての立場からは、博覧会は多くの一般の人々にとって、知的好奇心を満た
してくれるショッピングを含んだ娯楽である。また、国内外から専門家が集まり、情報
収集と人的交流やネットワークづくりがなされていたことも示された。
これらのことは、筆者を含む博覧会を企画する者が自然と意識してきたことではある
が、詳しい検証に基づいて深く議論されることがなかったように思う。今回の国際研究
集会での発表は、それらを改めて豊富な事例研究で見せられた。
展示企画やデザイン、演出の役割を考えると、石川敦子氏の「資料から見るランカイ
屋と装職業の歴史」の発表に「明治期は陳列箱そのものの装飾を都道府県で競っていた
が、大正期には観覧者に配慮した展示空間や装飾が導入されるようになり、昭和期（戦
後）になって観覧者が求める娯楽性豊かな展示手法が発達したことが確認できる」とあ
るように、私たち博展業界に求められるのは、ひと言で言えば「人気になる」ことであ
る。しかし、博覧会では、来場者を集めて「人気になる」ことと同時に「社会から評価
される」ことを満たす必要がある。
入館待ちの行列ができて「人気になる」ことと「社会から評価される」ことは、同じ
ではない。特に現代の博覧会は、珍しいモノを展示することから変化し、伝えるべきコ
トを感動的な展示で表現することが中心である。そのために、エンタテインメント性を
強くする傾向があり、本来伝えるべきコトが変質する危険性がある。コトを展示する手
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法を企画する場合に、楽しんでいただく展示手法を開発することは重要ではあるが、そ
の前に先ずコトに対する十分な理解に基づく切り口となるコンセプトを組み立て、それ
を表現するためにふさわしい手法を開発することが求められる。つまり、コンセプトと
手法のバランスを重視し、それによって上質なコミュニケーションの成立をめざすべき
である。
最も多くの博覧会を開催してきた日本で、今後、未来における博覧会の価値を再評価
し、その活力を再構成する試みを行ってみたい。現在、世界の人口は急速に増加してお
り、多くの国が豊かさを求めて開発を進め、地球環境の問題や健康、安全などの課題が
起こっている。ICT の発達と交通輸送の発達で人類社会は急速に小さくなっており、
それらの課題はある地域にとどまらず、瞬く間に人類共通の課題となる。
博覧会は社会のあり方によって形を変えてきたが、今後、数年から数十年のうちに、
人類が今までに経験したことのない急激で劇的な変化が予想されている、その様な社会
が人類にとってより良いものであるために、新しい博覧会をつくり、それを活用して新
しい人間の歴史に踏み出すことが必要と思われる。博覧会は、一つの課題を認識し解決
するための知恵と技を、政府、企業・団体、市民が持ち寄り、それがフラットに展示さ
れ、互いに繋がる場所と時間をつくることで、社会に共通した課題の解決に向かう仕掛
けとして意義がある。そのための新しい博覧会は、単なるエンタテインメントの場では
なく、行政、企業、団体、市民が集う上質なコミュニケーションの場でなければならな
い。そのためには多様な分野の専門家による研究を基礎にスタートし、プロセスを重視
することが大切であると思われる。
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